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252 283

300

812

5
6
2

5
7
0

7
2
0

ﾏﾄｺﾝのCTUは、αβﾌﾗﾝｼﾞ概念のIBCへの粉粒体封じ込め移
送装置で、IBCの蓋を自動的に脱着し、低OELで粉粒体を移
送する装置です。　 （CTU = Containment Transfer Unit, OEL 
= Operator Exposure Level = 作業員被暴ﾚﾍﾞﾙ）

充填

ﾌﾟﾛｾｽ装置排出口下部にCTUを設備し、その下にIBCをｾｯﾄし
ます。　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
CTUが下降すると、 CTUの排出口(α)がIBCの投入口(β)と
結合し、下図のような操作を自動的に行います。　　　　　　　　
粉粒体をIBCに移送した後にﾎｯﾊﾟｰ内をｴｱｰﾌﾞﾛｰしてﾀﾞｽﾄをﾍﾞ
ﾝﾄから排出したり、CIP操作を行うこともできます。　　　　　　　
CTUを昇降させずに、IBCを昇降させて封じ込め移送を行うこ
ともできます。　（CIP = Clean In Place = 定置洗浄）

秤量

秤量枠をﾛｰﾄﾞｾﾙ上に設備し、秤量枠にCTU、IBC位置決め
装置及びIBCをｾｯﾄし、秤量します。　
CTU上流の荷重が秤量装置に掛からないように、 CTUの投
入部とﾌﾟﾛｾｽ装置排出口間にﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼｭｰﾄを挿入します。

仕様

標準のCTUは、金属部分がSUS316Lｽﾃﾝﾚｽｽﾁｰﾙ製で、ｼｭｰ
ﾄやｼｰﾙ材にはFDA認証品を適用します。　主なｵﾌﾟｼｮﾝは次
の通りです。　・　洗浄ﾉｽﾞﾙ（ｴｱｰﾌﾞﾛｰ用/CIP用）　　　　　　　　
　　　　　　　　　・　ﾌﾟﾛｾｽとの取り合い（50～300mm）　　　　　
　　　　　　　　　・　秤量枠（各種IBCに対応）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　・　ｼｻﾞｰﾘﾌﾄ/ﾋﾟﾗｰﾘﾌﾄ対応
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構造

1) 封じ込め移送装置：ﾎｯﾊﾟｰやﾌﾟﾛｾｽ装置とﾏ
ﾄｺﾝIBCを繋ぐ

2) 昇降機構：CTU下方に配置してIBCを昇降
させる装置又はCTU自身を昇降させるｼﾘﾝ
ﾀﾞｰを装備した枠構造の装置

3) 制御盤：電気・圧空制御用

(寸法:mm)
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